
公益財団法人北海道環境財団

　理 事 長　　大　原　　雅　　様

〇〇-〇〇番

令和 〇 年 〇 〇 日

年1961

（昭和36 年 1 月 1 日）

事業番号

申請者名

申 請 者 郵 便 番 号

住 所

生 年 月 日 1

100 - 0013

（ふりがな）

氏 名 等

日

環境　一郎

月 1

月

かんきょう　いちろう

環境　一郎

東京都 千代田区みどり町１丁目

都道府県 市区町村以降

既存住宅の断熱リフォーム支援事業
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1 戸建住宅

1.申請書様式一式の作成例

交付申請書（様式第１）（１／２）

申請日を入力してください。

・住所は都道府県から入力してください。

・氏名等について
個人の場合は住民票のとおりに左詰めで入力してく
ださい。（法人の場合は、法人名・役職名・代表者
氏名を左詰めで入力してください。） 姓と名の間に
全角スペースを入れてください。

・生年月日は西暦で入力してください（下段に和暦が
表示されます）。（法人の場合は入力不要です。）

※公募期間内の日付でなければ、受理されないので

ご注意ください。

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金

（既存住宅の断熱リフォーム支援事業）

交付申請書（令和８年６月公募 トータル断熱）

戸建

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（既存住宅の断熱リフォーム支援事業）交付規程（以下

「規程」という。）第５条の規定により上記補助金の交付について下記のとおり申請します。

なお、交付決定を受けて補助事業を実施する際には、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する

法律（昭和３０年法律第１７９号）、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令（昭和

３０年政令第２５５号）及び規程の定めるところに従います。



↓連絡窓口担当者がいない場合は必ず入力してください。

ＦＡＸ番号 （ □□ ） □□□□ － □□□□

□ 買取再販事業者
交付申請時に商業登記簿等を提出すること。
←工事対象住宅を販売することを前提として申請する買取再販事業者の場合、チェックを入れてください。

所有区分

住宅区分 ■ 戸建住宅

東京都

工事対象
住宅の住所

事業完了
予定日

令和 〇 月

東京都

年

〒

中央区

申請者名 環境　一郎

〇〇〇〇
緊急連絡先
（携帯等）

（〇〇〇〇 －〇〇 ）

）

〇〇〇 )

〇〇〇〇〇〇－

１.申請者情報

電話番号 （ 〇〇

〒 100 － 0013

103 － 0000

年

■

築年数

（

■

令和 〇

北海　花子

（

□

所　属 中央支店　設計部

日

千代田区 みどり町１丁目〇〇-〇〇番

〇

担当者 @

３.補助金交付申請額

■

他の補助金等
への申請

居住区分

住　所

４.事業期間

着工予定日 年

E-mail □□□

会社名 株式会社　北海財団

北４条西４丁目１番地

□□□□

月 〇

有

（

 円（税抜)

〇〇〇〇〇〇（〇〇区） ）

）

）

1,039,000

無
有にチェックされた方へ

補助金を重複して受け取れない場合があるので注意すること

連絡窓口　担当者情報

連絡窓口 ■ 有 申請者は、以下の者を連絡窓口として指定する。
←連絡窓口が有の場合は、左の「有」にチェックを入れ、担当者情報を入力してください。

申請又は申請予定の
補助金等の名称

－ 〇〇〇〇

〇 〇 日

□□□□電話番号 （ □□ ） □□□□ －

所有 □

実績報告時に建物登記事項証明書を提
出すること。

所有予定 □ 親族が所有

交付申請時に所有者の同意書を提
出すること。

交付申請時に住民票を提出するこ
と。

居住 □ 居住予定

〇〇〇〇E-mail

２.工事対象住宅の情報

ＦＡＸ番号 （

〇〇〇〇

〇〇〇〇

@

建物登記事項証明書の所有者と同じである
ことを確認すること。ただし、賃貸の場合
は実績報告時に建物登記事項証明書を提出
すること。

実績報告時に住民票を提出するこ
と。

□ 親族が居住 □

交付申請時に親族の住
民票を提出すること。

□賃貸
買取
再販

都道府県 市区町村 町名番地

都道府県 市区町村 町名番地

既存住宅の断熱リフォーム支援事業
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交付申請書（様式第１）（２／２） 戸建

・申請者の情報を入力してください。
・電話番号は必ず入力してください。
・連絡窓口を設定しない場合は、 E-mail アドレスを必ず入力してください。

改修工事をする住宅の住所を住居
表示で入力してください。

築年数は小数点以下を四捨五
入した整数（半年未満の場合
は0)を入力してください。

該当するいずれか 1つを選び、
所有区分に応じた書類をご用意く
ださい。

他の補助金への申請がある場合は、その補助金の正
式名称と申請先を入力してください。

次のシートの総括表の補助金交付申請額（ Ⅾ）から
自動計算で転記されます。

申請日から１カ月半～２か月程度以降の
日付で入力してください。

・問合せ等で確実に対応できる実務担当者を入力してください。
・ E-mail アドレスをお持ちの場合、必ず入力してください。
・住所は都道府県から入力してください。
・緊急時に連絡が取れる連絡先を入力してください。

完了報告期限前で、工事完了予定日又は支払い完了
予定日のどちらか遅い方を入力してください。

〇〇



既存住宅の断熱リフォーム支援事業
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申請書の提出をもって同意したとみなしますので
内容をよく確認してください。

暴力団排除に関する誓約事項（別紙 1） 戸建



【戸建】定型様式１ 事業番号

申請者名

※□の箇所は、該当項目に■を付けてください。

＜住宅の概要＞

■ 木造（軸組工法） □ 木造（枠組壁工法）□ Ｓ造 □ ＲＣ造 □ ＳＲＣ造

□ その他 （ ）

㎡（小数点第２位まで、３位切捨て）

㎡ 　㎡ 　㎡

㎡（小数点第２位まで、３位切捨て）

％（小数点第１位を切捨て）

＜エネルギー計算＞ ■ □ %

※

□

↑基礎断熱改修を行う場合は選択すること。

＜補助金交付申請額の算出＞　
※「明細書」を先に入力してください。

【高性能建材】
・明細書にある＜補助対象経費の算出＞を基に、改修部位ごとの補助対象経費の合計を下表に入力してください。

↓【様式１　交付申請書】の「3．補助金交付申請額」に転記

総括表

工法

延べ床面積 144.08

床面積 １F 77.42 ２Ｆ 66.66 ３Ｆ （地下 ㎡）

4 部位

組 合 せ 番 号 1 基礎断熱有り

エネルギー計算結果早見表を使用しない（個別計算）の場合は、
財団に事前相談すること。

建材名 補助対象経費（円）

断熱材 計 1,531,920 円

早見表を使用する

補助対象床面積合計 127.73

改修率 88

地域区分 6

個別計算をする [暖冷房エネルギーの削減率]

276,850 円

玄関ドア 計 150,000 円

円

　　　　　　　　 補助率による計算（Ｂ） [（Ａ）／３]
※１，０００円未満切捨て

円

断熱材（オプション） 計

計 1,039,000

窓 計 1,121,750 円

　　補助金交付申請額（D） 1,039,000 円

環境　一郎

　　　　　　高性能建材の適用補助算定額（C）

※（B)又は120万円のいずれか低い金額
計 1,039,000 円

＜明細書で建材ごとに算出された上記、補助対象経費について＞
※該当する項目を選び、□⇒■にしてください。

■ 見積書の補助対象経費より低い

□ 見積書の補助対象経費より高い

①見積書の補助対象経費を総括表の該当する箇所に入力すること

②見積書を提出すること

高性能建材の補助対象経費合計（Ａ） 計 3,117,320

ガラス 計 36,800 円

部 位 数

既存住宅の断熱リフォーム支援事業
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総括表（定型様式 1） 戸建

改修工事をする住宅の工法を選択してください。

求積表で算出した各面積を入力してください。
改修率は自動計算されます。
※個別計算の場合、補助対象床面積は不要です。

公募要領のエネルギー計算結果早見表の該当する組合せ番号を
入力してください。

工事対象住宅の該当する地域区分を選択してください。

明細書で算出された補助対象経費が、自動で
転記されます。

補助対象・対象外経費については、財団
ホームページの「よくあるご質問」を参照
してください。

の金額のうち 、 建材ごと に、明細書で算
出された補助対象経費と見積書の補助対象経費
を比較してください。低い方が上限額となりま
す。 見積書の補助対象経費の方が低い場合
は、その金額を直接入力してください。



【戸建】定型様式2 事業番号

申請者名

・求積表番号は求積表との整合性をとって入力してください。 ※複数枚に及ぶ場合
（ ／

…自動計算 …申請者入力欄

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

※吹込・吹付を申請する場合のみ、以下に財団に登録された指定施工業者情報を入力してください。

＜補助対象経費の算出＞

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

円

合計
熱抵抗値

施工面積
（㎡）

熱伝導率
（λ値）

小数点第1位まで、2位切捨て
↓（自動計算）

熱抵抗値
（R値）

38.09

2.3

23.60

105

2.7

2.7

5.5

2.8

D2

DXYZA11GW3

一層目 0.052D4

吹込・吹付以外

二層目

DXYZA11GB4

0.036 100

一層目 吹込・吹付

一層目 △△△株式会社

二層目

△△△△△△

200

△△△△△△△△△ 0.038DABCD21PE3 株式会社△△△

二層目

一層目 吹込・吹付以外 D3

明細書　【断熱材】

部位 構成 種別 登録番号
求積表
番号

メーカー名 製品名
厚み
(mm)

グレード

ページ）

二層目

150

2.2

2.365

D3

D2△△△株式会社 △△△△△△△

△△△△△△△△△△△△株式会社△△△

①～⑧

0.028 65

0.036

DABCD31PH2

80

二層目

一層目

二層目

一層目 吹込・吹付以外 DABCD31PH2 △△△株式会社 △△△△△△△

DXYZA11GB3吹込・吹付

△△支店

0.028

天井

①

②

③

DXYZA11GB3 株式会社△△△ △△△△△△△△△△△△

D3

吹込・吹付 株式会社△△△ △△△△△△△△△△△△

0.036D3

外壁

天井

外壁

円

円

円

補助対象経費の合計（円）

243,000

697,740

施工箇所 外壁

部位

施工業者名 支店名

施工箇所 天井 施工業者名 株式会社△△△ 支店名

施工箇所

2.3
1.65

8.07
2.2

61.90

2.3

2.7

5.5

2.8

2.7

4.96

116.29

①～④

⑤～⑥

⑦

床

二層目

一層目

一層目

吹込・吹付以外

一層目

二層目

二層目

床 施工業者名 株式会社△△△ 支店名 △△支店

求積表
番号

グレード 施工面積（㎡） ｘ 補助単価（円） 補助対象経費（円）

① D3 38.09 ｘ 4,000 152,360

② D3 4.96 ｘ 4,000 19,840

③ D4 23.6 ｘ 3,000 70,800

①～⑧ D3 116.29 ｘ 6,000 697,740

⑦ D2 1.65

ｘ

①～④ D2 61.9 ｘ

環境　一郎

合計 1,469,820

地域区分 6

529,080⑤～⑥ D3 8.07 ｘ 6,500

ｘ 7,500 12,375

52,455

7,500 464,250

床

ｘ

既存住宅の断熱リフォーム支援事業
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明細書（定型様式 2） 断熱材（ 1／2） 戸建

7

行が足りない場合は、行の挿入ではなく、 シートごとコピー
してください。申請に使用しないシートも削除しないでください。

プルダウンで該当するものを選択してください。

求積表と整合を図り、製品・
仕様が同じものは１行にまと
めて入力してください。

早見表を使用する場合、公募 要
領P9の表１の性能値を満たして
いるか確認してください。

求積表で求めた施工面積を
入力してください。

吹込・吹付の断熱材を申請する場
合は、製品ごとに登録された指定
施工業者を入力してください。

上記の明細書をもとに、
自動計算されます。

財団に登録されている製品名を、
省略せずに入力してください。

使用する製品の厚みを入力して
ください。吹込・吹付以外は
製品ごとに設定厚を確認してく
ださい。

1 2財団の専用ページに掲載している、登録
番号ごとの入値を入力してください。



既存住宅の断熱リフォーム支援事業
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明細書（定型様式 2） 断熱材（ 2／2） 戸建

8

シートをコピーした場合は、
ページ数を入力してください。

行が足りない場合は、行の挿入ではなく、 シートごとコピー
してください。申請に使用しないシートも削除しないでください。

コピーしたシートの合計金
額も、総括表の補助対象経
費の欄に反映されます。

2 2



【戸建】定型様式２ 事業番号

申請者名

・窓番号は平面図との整合性をとって入力してください。 ※複数枚に及ぶ場合

…自動計算 …申請者入力欄 （ ／

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

＜補助対象経費の算出＞

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円

㎡ 円 円 円

円

改修工法
カバー工法窓取付

外窓交換

改修工法 内窓取付

製品名
（シリーズ名）

グレード
窓サイズ（mm）

幅（W)

1,690

1,690

1,690

平面図の
窓番号 登録番号 メーカー名

AW-1 W991A02421 △△株式会社 △△△△△△△ W1

W4

2 3.93

面積（㎡）
(ａ)

窓数
(ｂ)

2.04

8

12.04

面積計
(ａ)×(ｂ)

1.97

1

18.59

面積計
(ａ)×(ｂ)

1.891.891,1501,650

1,700

面積（㎡）
(ａ)

1,170 1.97

2,030 3.43

窓数
(ｂ)高さ（H)

1

1,170 1.97 1

1,830 3.09 1

2,030 3.43 1

PW-1 W886A02325 株式会社△△ △△△△△ W5

窓サイズ（mm）

高さ（H)
平面図の
窓番号

1,200

製品名
（シリーズ名）

グレード

W886A02325 株式会社△△ △△△△△ W5

幅（W)

明細書【窓】

計

ページ）

1 3.43

AW-3 W991A02422 △△株式会社 △△△△△△△ W2 1,690

117,900
窓の補助対象経費合計 1,121,750

ｘ

59,200

内窓取付 ｘ

ｘ

ｘ

1,003,850

W5 3.93 30,000 117,900

外窓交換
・

カバー工
法

円
W2 9.95 55,000 547,250

ｘ3.94 60,000 236,400W1

W4 1.48 40,000

W3 3.22 50,000 161,000

補助対象経費（円） 補助対象経費の合計（円）

計

施工面積（㎡） 補助単価（円）

■

　下記製品に使用する複層ガラスの中空層の厚さは、財団の専用ページで公表されている最小中空層の厚さを満たしている。 ■

AW-2 W991A02422 1,690

PW-2

登録番号 メーカー名

改修工法 グレード

　下記製品に使用する複層ガラスの中空層の厚さは、財団の専用ページで公表されている最小中空層の厚さを満たしている。

ｘ

△△株式会社 △△△△△△△ W2

AW-4 W991A02421 △△株式会社 △△△△△△△ W1

AW-8 W991A02422 △△株式会社 △△△△△△△ W2

AD-1 W991A02424 株式会社△△ △△△△△△△

3.43

1.97

AW-7 W991A02423 △△株式会社 △△△△△△△ W3 1,690 970 1.63 1 1.63

3.09

AW-9 W991A02423 △△株式会社 △△△△△△△ W3 1,640 970 1.59 1 1.59

730 2,030 1.48 1 1.48

環境　一郎
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明細書（定型様式 2） 窓 戸建

8

行が足りない場合は、行の挿入ではなく、 シートごとコピー
してください。申請に使用しないシートも削除しないでください。

上記の明細書をもとに、
自動計算されます。

窓番号は、平面図と
整合をとって入力し
てください。

窓番号は、平面図と整合をとって
入力してください。

使用する製品の「ガラスの中空層の厚さ」が、財団の補助
対象製品ごとに設定されている「最小中空層」以上である
ことを確認してください。最小中空層を満たさない場合
は、補助対象となりません。

財団に登録されている製品名を、省略せず
に入力してください。

勝手口ドア・テラスドアの場合は、登録製
品名に「勝手口ドア」「テラスドア」の名
称があるものを使用してください。

採風タイプの場合は、登録製品に「採風」
の名称があるものを使用してください。

サッシ寸法を
入力してください。

財団に登録されている製品名を、
省略せずに入力してください。

最小中空層を満たさない場合
は、補助対象となりません。
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明細書（定型様式 2） ガラス 戸建

8

行が足りない場合は、行の挿入ではなく、 シートごとコピー
してください。申請に使用しないシートも削除しないでください。

上記の明細書をもとに、自動計算
されます。

使用する製品の「ガラスの中空層の厚さ」が、財団の補助
対象製品ごとに設定されている「最小中空層」以上である
ことを確認してください。最小中空層を満たさない場合
は、補助対象となりません。

財団に登録されている製品名を、
省略せずに入力してください。

窓番号は平面図と、ガラス番号は
姿図と整合をとって入力してくだ
さい。

① ②

ガラス番号例示： AW-5 ①・②
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明細書（定型様式 2）玄関 ドア 戸建

8

補助対象経費は上記の明細書を
もとに自動計算されます。

断熱性能がわかる記号（ D2、 K3等）
又は熱貫流率を入力してください。

ドア本体の形状やデザインが確認
できる番号を入力してください。

公募要領P10に記載のA～Cのうち
該当する要件を選択してください。

見積書の補助対象経費（製品代及
び工事費）を入力してください。
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明細書（定型様式 2） オプション断熱 戸建

8

吹込み・吹付の製品を使用する場合は製品ごとに、財団
に登録された指定施工業者情報を 入力してください。

補助対象経費は上記の明細書をもとに自動計算されます。

オプションのうち、外気に接する
部分について入力してください。

オプションのうち最上階以外の天井・
間仕切壁について入力してください。

補助対象経費は上記の明細書をもとに自動計算されます。
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